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津波から地域を守る防潮堤（竜洋海岸）と津波啓発看板津波から地域を守る防潮堤（竜洋海岸）と津波啓発看板
　海岸に設置されている防潮堤は、地震で発生した津波や、台風などによる大波、高潮から、市民の命や

財産を守る重要な役割を担っています。

　津波啓発看板（右下）は、津波に対する意識を高めていただくために、「地震だ津波だすぐ避難!」の表

示のほか、設置場所の海抜、サイレンの種類をお知らせするもので、市では今後、8月末までに国道150号

より南の地域を中心に、合計111カ所に設置する予定です。

　

市
議
会
は
、
平
成
23
年
6
月
定

例
会
を
6
月
13
日
か
ら
7
月
5
日

ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
市
長
提

出
の
「
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
や
「
財
産
の
取
得
」
な
ど
5

議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
推
薦
の
農
業
委

員
会
委
員
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
6
月
20

日
か
ら
22
日
ま
で
の
3
日
間
に
わ

た
り
16
名
の
議
員
が
行
い
、
市
政

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市
長
・
教

育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
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般
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財
産
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説
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像
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主
な
内
容
（
ペ
ー
ジ
）

６
月
定
例
会
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こ
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
追
加
で
、
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
に
2
億
4
2
5
0
万
円
を
追

加
し
、
総
額
5
7
8
億
9
2
5
0

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
①
普
通
財
産
売

払
収
入
を
財
源
と
し
た
公
共
施
設

整
備
基
金
へ
の
積
立
金
の
追
加
、

②
防
災
対
策
と
し
て
実
施
す
る
津

波
啓
発
看
板
の
作
製
・
設
置
に
係

る
経
費
の
追
加
、
③
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
現
地
で
被
災
さ
れ
た

市
民
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
の
追

加
等
で
す
。

　

財
源
は
、
県
支
出
金
や
財
産
収

入
、
諸
収
入
に
加
え
、
前
年
度
繰

越
金
の
一
部
を
充
て
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

こ
れ
は
、
中
東
遠
地
域
5
市
1

町
消
防
指
令
業
務
共
同
運
用
に
係

る
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
一
式
を
14
億
9
9
4
0
万

円
で
、
日
本
電
気
株
式
会
社
浜
松

支
店
か
ら
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
決
す
る
も
の
で
す
。

　

整
備
の
内
容
は
、
福
田
支
所
3
・

4
階
に
指
令
制
御
装
置
や
8
台
の

指
令
台
、
1
1
9
番
通
報
の
発
信

位
置
等
を
示
す
多
目
的
表
示
盤
な

ど
を
設
置
し
、
指
令
業
務
を
行
い

ま
す
。
今
回
導
入
す
る
主
な
高
機

能
シ
ス
テ
ム
は
、
1
1
9
番
通
報

の
発
信
位
置
を
瞬
時
に
指
令
台
の

地
図
上
に
表
示
す
る
統
合
型
発
信

地
表
示
シ
ス
テ
ム
や
、
災
害
現
場

に
最
も
近
い
車
両
を
選
別
す
る
車

両
位
置
管
理
シ
ス
テ
ム
等
で
、
機

能
性
、
迅
速
性
等
に
す
ぐ
れ
、
現

場
到
着
時
間
の
短
縮
と
効
率
的
な

部
隊
運
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

納
期
は
24
年
3
月
30
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　市議会では、インターネットを通じて、本会議の生中継と録画中継を配信いたします。

　これは、より開かれた市議会を目指して、インターネット上で議会の審議模様を配信し、議

会を傍聴することのできない方の利便性の向上や、議会の積極的な情報公開・情報提供を行う

ことを目的としています。

　当日、市役所の本会議場までお越しいただけない方でも、また本会議が終了した後でも、お

好きなときに市議会の様子をご覧いただけますので、ぜひ視聴をお願いします。

　なお、開始時期は、9月2日（金）の9月定例会初日からを予定しています（日程は変更の場

合があります）。

　配信は市ホームページ（http://www.city.iwata.shizuoka.jp/）から市議会のページにお進みいた

だき、ご覧いただくことができます。

▲配信ページのイメージ

上
程
議
案
を
す
べ
て
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
を
可
決

財
産
の
取
得
（
高
機
能
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）
を
可
決

本会議をインターネットで配信開始
〈9月定例会から配信予定〉〈9月定例会から配信予定〉
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―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

全
国
首
長
ア
ン
ケ
ー
ト

共
同
通
信
社
が
行
っ
た
全

国
首
長
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
消
費
税

に
つ
い
て
ど
う
回
答
し
た
か
。

「
将
来
的
に
引
き
上
げ
が

必
要
」
、
税
率
は
「
段
階
的
な
引

き
上
げ
が
必
要
」
、
引
き
上
げ
分

の
使
途
は
「
社
会
保
障
関
係
の
経

費
に
充
て
る
」
と
回
答
し
た
。

国
保
の
広
域
化
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
か
。

国
保
の
新
制
度
案
に
対
し

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
、

そ
の
理
由
は
「
広
域
化
は
制
度
維

持
に
欠
か
せ
な
い
」
、
介
護
保
険

料
負
担
は
「
必
要
な
ら
ば
引
き
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
」
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
は
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
推
進
」
と
回
答
し

た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
回
答
し
た
か
。

子
ど
も
手
当
の
支
給
は

「
中
止
す
べ
き
」
、
関
連
施
策
で

希
望
に
近
い
も
の
は
と
の
設
問
で

は
「
保
育
所
整
備
な
ど
現
物
給
付

の
拡
充
」
、
「
子
ど
も
手
当
へ
の

所
得
制
限
の
導
入
」

を
選
択
し
た
。

原
発
問
題

国
の
原
子
力

発
電
政
策
を
見
直
す

声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

政
策
を
見
直

す
声
は
当
然
で
あ
り
、

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
確
保
は

喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

浜
岡
原
発
は
今
後
ど
う
す

べ
き
か
。原

発
の
安
全
性
に
不
安
が

高
ま
っ
て
お
り
、
再
稼
動
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。
国
・

県
が
責
任
を
持
っ
て
方
針
を
示
す

必
要
が
あ
り
、
本
市
は
、
そ
の
方

針
に
従
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

エ
コ
発
電
に
対
し
、
さ
ら

な
る
啓
発
と
補
助
金
・
奨
励
金
を

増
額
す
る
考
え
は
。

補
助
金
・
奨

励
金
は
広
報
等
で
啓

発
し
て
お
り
、
昨
年

度
よ
り
早
い
ペ
ー
ス

で
申
請
が
あ
る
。
補

正
で
の
対
応
も
含
め
、

太
陽
光
発
電
の
普
及

拡
大
を
推
進
し
た
い
。

産　

業
市
産
業
交
流
会
の
成
果
、

反
省
点
、
今
後
の
方
向
性
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
情
報
収

集
等
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
8

割
の
方
が
満
足
さ
れ
た
が
、
会
場

の
広
さ
等
に
不
満
の
声
も
あ
っ
た
。

本
年
度
は
商
工
会
議
所
等
を
中
心

に
、
意
見
を
参
考
に
し
た
、
い
わ

た
産
業
振
興
フ
ェ
ア
を
12
月
に
市

民
文
化
会
館
等
で
予
定
し
て
い
る
。

観
光
コ
ー
ス
に
企
業
見
学

コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
は
取
り
入
れ
て

い
な
い
が
、
有
効
な
施
策
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
は
観
光
協
会
と

も
連
携
し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
対
策

と
新
卒
者
の
就
職
率
向
上
対
策
は
。

マ
ッ
チ
ン
グ
で
新
卒
者
の

就
職
率
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年

度
と
同
様
に
大
学
、
短
大
、
専
門

学
校
生
対
象
の
合
同
就
職
説
明
会

を
、
8
月
及
び
12
月
に
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

農　

業
強
い
農
業
者
育
成
塾
の
よ

う
な
場
の
検
討
と
、
農
業
生
産
法

人
数
の
拡
大
策
は
。

国
の
地
域
雇
用
創
造
推
進

事
業
を
23
・
24
年
度
で
計
画
し
て

い
る
。
農
業
生
産
法
人
数
の
拡
大

策
と
し
て
は
、
法
人
化
設
立
手
法

講
座
の
開
催
等
を
計
画
し
て
い
る
。

燃
料
高
騰
に
対
す
る
農
家

へ
の
支
援
策
は
。

20
年
度
に
農
業
用
石
油
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
導
入
の
補
助

制
度
を
新
設
し
、
4
軒
の
施
設
園

芸
農
家
が
本
制
度
を
利
用
し
て
石

油
代
替
施
設
を
導
入
し
た
。
国
も

支
援
を
し
て
い
る
の
で
、
市
の
補

助
制
度
と
あ
わ
せ
P
R
し
た
い
。

T
P
P
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
に
つ
い
て
見
解
を
。

農
業
の
み
な
ら
ず
産
業
界

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
り
、
慎
重
に
議
論
し
た
上

で
国
が
適
正
に
判
断
し
て
い
く
べ

き
問
題
と
考
え
る
。

第1回（23年6月24日）

1 協議スケジュール等について　3 議会基本条例の概要について

2 議会改革特別委員会について　4 検討事項について

　委員間で、議会基本条例や議会改革、協議方法等に

ついて自由に意見交換を行いました。

　このほか、協議スケジュールや今後の検討事項につ

いて確認がされました。

議会改革特別委員会の活動報告議会改革特別委員会の活動報告

髙 

田 

正 

人

早 

川 

勝 

次

八 

木 

啓 

仁

永 

田 

惠 

子

議
会
推
薦
の
農
業
委
員

全
国
首
長
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

原
発
問
題
に
関
し
て

創
志
会　

鈴 

木 

昭 

二　

議　

員
（
総
括
質
問
）

産
業
の
活
性
化

農

業

振

興創
志
会　

髙 

田 

正 

人　

議　

員
（
一
問
一
答
）

太陽光発電パネル太陽光発電パネル

いわた市議会だより

ー 3ー

いわた市議会だより 平成23年8月15日　No.32



原
子
力
行
政
・
節
電
対
策

浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、

永
久
停
止
・
廃
炉
に
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
は
。

国
・
県
が
責
任
を
持
っ
て

は
っ
き
り
と
し
た
方
針
を
示
す
べ

き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

独
自
に
学
校
な
ど
で
放
射

線
量
の
測
定
を
実
施
し
、
公
表
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

現
時
点
で
は
市
独
自
の
放

射
線
量
の
測
定
は
考
え
て
い
な
い
。

県
が
設
置
し
た
市
内
2
カ
所
の
数

値
に
大
き
な
変
動
が
出
て
く
れ
ば

測
定
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

お
茶
の
放
射
性
物
質
調
査

の
現
状
と
今
後
の
調
査
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

県
が
検
査
を
行
い
、
本
市

産
の
一
番
茶
・
二
番
茶
は
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

生
産
者
や
消
費
者
が
混
乱
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
な
対
応
を
国
や

県
へ
要
望
し
た
い
。

夏
季
の
電
力
不
足
に
対
す

る
本
市
の
節
電
対
策
は
。

本
庁
舎
・
支
所
な
ど
に
お

け
る
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
電
力

量
に
つ
い
て
前
年
度
比
15
%
削
減

を
目
指
す
。

地
震
防
災
対
策

備
蓄
物
資
の
現
状
と
新
た

な
購
入
計
画
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
品
の
備
蓄
の
現
状
と
対
策
は
。

現
在
、
第

3
次
被
害
想
定
を

も
と
に
計
画
備
蓄

を
し
て
い
る
が
、

東
日
本
大
震
災
の

検
証
を
進
め
、
必

要
な
も
の
が
あ
る

か
考
え
た
い
。
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
と
し
て
白
米

の
ア
ル
フ
ァ
米
を
備
蓄
し
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
か
の
品
目
に
つ
い
て

も
研
究
し
た
い
。

災
害
時
要
援
護
者

へ
の
支
援
の
現
状
と
対
策

は
。

災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
計
画
を
策
定
し
、

要
援
護
者
台
帳
の
作
成
な

ど
を
進
め
て
き
た
。
今
後

は
、
要
援
護
者
の
避
難
所
等
で
の

支
援
体
制
を
含
め
、
避
難
支
援
計

画
の
見
直
し
を
進
め
た
い
。

防　

災
東
海
地
震
、
あ
る
い
は
三

連
動
地
震
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な

対
策
が
必
要
と
考
え
る
か
。

東
海
地
震
は
激
し
い
揺
れ

に
よ
る
建
物
の
倒
壊
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
公
共
施
設
や
個
人
住
宅

の
耐
震
化
及
び
家
具
固
定
等
を
推

進
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

津
波
避
難
ビ
ル
の
空
白
地

域
が
で
き
た
場
合
は
ど
う
す
る
か
。

空
白
地
域
の
定
義
づ
け
が

難
し
い
点
も
あ
る
が
、
市
民
と
と

も
に
避
難
方
法
を
検
討
し
た
い
。

各
学
校
の
防
災
計
画
の
見

直
し
状
況
と
課
題
、
子
供
た
ち
の

避
難
訓
練
に
関
す
る
考
え
方
は
。

津
波
に
関
し
て
、
3
階
や

屋
上
へ
の
避
難
な
ど
新
た
な
項
目

を
加
え
た
。
課
題
は
、
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
方
法
や
教
職
員
の
配

備
基
準
な
ど
で
あ
る
。
避
難
訓
練

は
、
児
童
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

停
電
時
に
お
け
る
避
難
所

等
の
電
源
確
保
に
問
題
は
な
い
か
。

今
年
度
、
第
1
次
開
放
場

所
で
あ
る
体
育
館
の
照
明
を
確
保

す
る
た
め
、
非
常
用
電
源
装
置
を

3
カ
所
の
指
定
避
難
所
に
設
置
す

る
。
今
後
は
全
避
難
所
へ
の
非
常

用
電
源
装
置
の
早
期
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

部
活
動

休
部
ま
た
は
廃
部
に
関
し

て
統
一
的
な
判
断
基
準
が
あ
る
か
。

統
一
的
な
判
断
基
準
で
は

な
く
、
各
校
に
お
け
る
生
徒
の
実

態
や
教
職
員
の
人
数
配
置
等
に
よ

り
各
校
で
判
断
し
て
い
く
。

柔
道
部
等
が
廃
部
と
な
っ

た
場
合
、
武
道
場
な
ど
の
建
設
計

画
へ
の
影
響
は
。

24
年
度
か
ら
学
習
指
導
要

領
で
武
道
が
必
須
と
な
る
た
め
、

学
習
活
動
の
上
で
武
道
場
は
必
要

な
施
設
と

考
え
、
部

活
動
の
有

無
に
よ
る

直
接
的
な

影
響
は
な

い
。

防　

災
被
災
者
に
必
要
な
事
務
を

効
率
的
に
行
う
た
め
、
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
体
制
づ

く
り
が
急
が
れ
る
。
見
解
は
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は

導
入
し
て
い
な
い
が
、
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
運
用
し
、

罹
災
証
明
の
発
行
等
、
災
害
時
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
対
応
を
し
て
い
る
。

現
在
支
援
中
の
岩
手
県
各

市
町
と
の
今
後
の
協
定
関
係
は
。

支
援
が
復
興
に
役
立
つ
こ

と
を
願
い
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
災
害
応
援
協
定
等
の

締
結
は
状
況
に
応
じ
考
え
て
い
く
。

災
害
時
地
域
貢
献
優
良
建

築
物
認
定
の
取
り
組
み
、
救
援
物

資
等
の
配
備
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

災
害
時
緊
急
避
難
場
所
と

原
子
力
行
政
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

地
震
防
災
対
策
の
強
化
を

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

高 

梨 

俊 

弘　

議　

員
（
一
問
一
答
）

防

災

関

係

中
学
校
部
活
動
に
関
す
る
対
応

創
志
会　

寺 

田 

幹 

根　

議　

員
（
総
括
質
問
）

防
災
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
教
育
へ
の
取
り
組
み

公
明
党
磐
田　

鈴 

木 

喜 

文　

議　

員
（
一
問
一
答
）

防災備蓄倉庫防災備蓄倉庫

武道場（城山中）武道場（城山中）
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